えの き み 

一 模 木の実 

皆さん は稷 木の実 を 拾った ことがあります か。 あの 

実の 落ちて &る 木の 下へ 行った ことがあります か。 あ 

の 香ばしい 木の実 を 集めたり 食べたり して 遊んだ こと 

があります か。 

そろそろ あの 稷 木の実が 落ちる 時分でした。 二人の 

兄弟 は それ を 拾う の を 楽み にして、 まだ あの 実が 青 

くて 食べられない 時分から、 早く 紅く なれ 早く 紅くな 

れと 言って 待って 居ました。 

一 一人の 兄弟の 家に は 奉公して 働いて 居る 正直な 好い 



お (># さんが ありました。 このお 爺さん は 山へ も 木 を 伐 

りに 行く し 畠へ も 野菜 をつ くりに 行って、 何でもよ 

く 知って 居ました。 

このお 爺さんが 兄弟の 子供に 申しました。 

「まだ 稷 木の実 は 渋くて 食べられません。 もう 少しお 

待ちなさい。」 とそう 申しました。 

弟 は 気の 短い 子供で、 稷 木の実の 紅くなる のが 待つ 

て 居られませんでした。 お爺さんが 止める の も 聞かず 

に、 馳 出して 行きました。 この 子供が 木の実 を 拾いに 

行きます と、 高い 枝の 上に 居た 一 羽の 欞 鳥が 大きな 声 

を 出しまして、 



檯鳥は 首 を 傾げて、 この ありさま を 見て 居ました が、 

「なんと この 稷 木の下に は 1^ い 実が 落ちて 居ましょう。 

沢山お 拾いなさい。 序に、 私 も 一 つ 御 褒美 を 出し ま 

すから、 それ も 拾って 行って 下さい。」 と 言いながら 青 

い 斑の 入った 小さな 羽 を 高い 枝の 上から 落して よこし 

ました。 

二人の 兄弟 は稷 木の実ば かりで なく、 檯 鳥の 美しい 

羽 を 拾い、 おまけに その 大きな 稷 木の 下で、 「丁度 好い 

時」 まで も 覚えて 帰って来ました。 

二 釣りの 話 
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